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別紙11参考資料2  
平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《医療区分評価項目の統計的検討》   

1医療区分の評価項目として検討すべき項目の抽出と続計的検討   

■項目の抽出方法  

1．別紙11「患者分類について」で求めた「評価項目別患者1人1日当たりケア時間及び1日費用（看護補助者・リハスタップ分を除く有資格者のAD」調整後  

データ）」において、ケア時間判定又は1日費用判定で判定された医療区分水準（「②」・「③」）と現行の評価項目とが異なる場合に抽出を行った。  

●ケア時間判定又は1日費用判定で「③」の表記があり、現行評価項目において「Ⅱ」及び「Ⅲ」の表記がない場合  

⇒「新たに医療区分3の評価項目とするもの」として抽出  

●ケア時間判定又は1日費用判定で「②」の表記があり、現行評価項目において「Ⅱ」及び「Ⅲ」の表記がない場合  

⇒「新たに医療区分2の評価項目とするもの」として抽出  

●ケア時間判定又は1日費用判定で「③」の表記があり、現行評価項目において「Ⅱ」の表記となっている場合  

⇒「医療区分2から医療区分3の評価項目に変更するもの」として抽出  

●ケア時間判定又は1日費用判定で「②」の表記があり、現行評価項目において「Ⅲ」の表記となっている場合  

⇒「医療区分3から医療区分2の評価項目に変更するもの」として抽出  

●ケア時間判定又は1日費用判定で「②」、「③」の表記がなく、現行評価項目において「Ⅱ」の表記となっている場合  

⇒「医療区分2の評価項目から除くもの」として抽出  

●ケア時間判定又は1日費用判定で「②」、「③」の表記がなく、現行評価項目において「Ⅲ」の表記となっている場合  

⇒「医療区分3の評価項目から除くもの」として抽出   

2．上記以外の抽出項目として「経菅栄養（経鼻、胃癌等）」、「胃癌、腎療、人工肛門等痩の処置」、「医療区分2の評価項目が3つ以上」の場合についても検討  

を行った。  

次頁に医療区分の評価項目として検討すべき項目を挙げた。   



■医療区分の評価項目として検討すべき項目  

1．新たに医療区分3の評価項目とするもの  3．医療区分2から医療区分3の評価項目に変更するもの  

1－1  医療提供頻度及び看護提供頻度   
1－2  敗血症   

1－3  腹水   

1－4  消化管の通過障害   

1－5  個室管理   

1－6  余命6ケ月以下   
1－7  皮膚その他の問題（Ⅱ度以上の火傷）   
1－8  注射・点滴の日数   

1－9  注射・点滴   

1－10  抗がん剤療法   

1－11  輸血   

1－12  医療区分2の評価項目が3つ以上   

体内出血  

4．医寿区分3から医療区分2の評価項目に変更するもの  

4－1  酸素療法   

4－2  発熱伴う気管切開口・気管内挿管ケア   
4－3  感染隔離室におけるケア   

5．医療区分2の評価項目から除くもの  

5－1  うつの状態   

5－2  問題行動   

5－3  難病   

5－4  脱水   

5－5  嘔吐   

2．新たに医療区分2の評価項目とするもの  

2－1  うっ血性心不全   

2－2  腎不全   

2－3  肝不全   

2－4  抗生物質耐性菌感染   
2－5  上気道感染   

2－6  急性胆嚢炎   

2－7  急性膵炎   

2－8  皮膚の感染症   

2－9  発熱   

2－10  胸水   

2－11  悪疫質   

2－12  痛み   

2－13  急性症状発生   

2－14  末梢静脈栄養   

2－15  経菅栄養（経鼻、胃癌等）   
2－16  皮膚その他の問題（すり傷、内出血）   
2－17  足の問題とケア（うおのめ、たこ等）   
2－18  リハが必要な疾患が発症してから90日以内   

2－19  胃療、腎療、人工月工門等療の処置   
2－20  緩和ケア   

2－21  療病コントロール   

2－22  膜月光留置カテーテル   

6．医療区分3の評価項目から除くもの  

ドレーン法■胸腹丹   

＿て」  



2 医療区分の評価項目の統計的検討  

■評価項目の統計的検討  

1．「新たに医療区分3の評価項目とするもの」、「新たに医療区分2の評価項目とするもの」については、「他の評価項目でも該当しない患者（医療区分1に該   

当）」と「他の評価項目に該当する患者（医療区分2・3に該当）」に分けて、ケア時間の評価、1日費用の評価を行った。   

ケア時間の評価では、113．1分以上（平均99．7分＋0．25×標準偏差）に「†」、153．2分以上（平均99．7分十‖）0×標準偏差）に「††」を表記した。   

同様に、1日費用の評価では、5，139円以上（平均4185円＋0．25×標準偏差）に「†」、7，098円以上（平均4，485円＋1．00×標準偏差）に「††」を表記した。   

なお、患者数が30人未満の場合は（）で囲んだ。  

2ノ医療区分2から医療区分3の評価項目に変更するもの」については、「他の評価項目に該当しない患者（評価項目間の重複なし）」と「他の医療区分3の評   

価項目に該当する患者（評価項目間の重複あり）」に分けて、ケア時間の評価、1日費用の評価を行った。   

ケア時間の評価では、現行評価項目が「Ⅱ」で153．2分以上（平均99．7分＋1．00×標準偏差）に「†」を表記した。   

同様に、1日費用の評価では、現行評価項目が「Ⅱ」で7．098円以上（平均4，485円＋1．00×標準偏差）に「†」を表記した。   

なお、患者数が30人未満の場合は（）で囲んだ。  

3．「医療区分3から医療区分2の評価項目に変更するもの」については、2．と同様に「他の評価項目に該当しない患者（評価項目間の重複なし）」と「他の医   

療区分3の評価項目に該当する患者（評価項目間の重複あり）」に分けて、ケア時間の評価、1日費用の評価を行った。   

ケア時間の評価では、現行評価項目が「Ⅲ」で153．2分未満（平均99．7分＋1．00×標準偏差）に「1」を表記した。   

同様に、1日費用の評価では、現行評価項目が「Ⅲ」で7．098円未満（平均4，485円＋1．00×標準偏差）に「1」を表記した。   

なお、患者数が30人未満の場合は（）で囲んだ。  

4．「医療区分3の評価項目から除くもの」、「医療区分2の評価項目から除くもの」については、「他の評価項目に該当しない患者（評価項目間の重複なし）」と  

「他の評価項目に該当する患者（評価項目間の重複あり）」に分けて、ケア時間の評価、1日費用の評価を行った。   

ケア時間の評価では、現行評価項目が「Ⅲ」で113．1分未満（平均99．7分十0．25×標準偏差）に「11」、153．2分未満（平均99．7分＋1．00×標準偏差）に  

「1」を表記した。現行評価項目が「Ⅱ」では113．1分未満（平均99．7分＋0．25×標準偏差）に「1」を表記した。   

同様に、1日車用の評価では、現行評価項目が「Ⅲ」で5．139円未満（平均4，485円＋0．25×標準偏差）に「11」、7．098円未満（平均4，485円＋1．00×標準   

偏差）に「1」を表記した。現行評価項目が「Ⅱ」では5．139円未満（平均4，485円＋0．25×標準偏差）に「↓」を表記した。   

なお、患者数が30人未満の場合は（）で囲んだ。  
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■新たに医療区分3の評価項目とするもの  

②〉113．1分  ②〉5．139円  †〉113．1分・†〉5．139円  †〉113・1分 †〉5，139円  

③〉153．2分  ③〉7，098円  ††〉153．2分 †〉7．098円  ††〉153．2分 †〉7．098円  

医療区分の項目評価  現行医療区分との関係  

他の評価項目でも該当しない患者  他の評価項目に該当する患者  

調査項目   現行 評価 項目               患者  （医療区分1に該当）  （医療区分2・3に該当）  

番号  
者  ケア時間  1日費用  轟音  轟音数  ケア時間   1日費用  

数   
数   合％  

（分）   （円）   数  割合％  （分）   （円）  

全 休 平 均  3．583  99．7  1．000  4，485  1．000  1，025  28．6％  83．8   3，632   2．558  71．4％  106．1   4．827   

Ⅰ33 医師医療捷供頻度 遇2～3回程度の指示見直しが必要  678  115．2  1．155  ②  5．287  1．179    90  13．3％  91．3   4，037   588  86．7％  118．9 †  5．479 †  

Ⅰ34 医師医療提供頻度 毎日指示見直しが必要  231  141．8  1．421  ②  6．882  1．534  国  14  6．1％  130．5（†）  5，868（†）  217  93．9％  142．5 †  6．948 †  

Ⅰ35 医師医療提供頻度1日数回の指示見直しが必要  27  174．4  1．749  （③）  8．125  1．811  国  2  7．4％  166．5（††）  6，695（†）  25  92．6％  175．1（††）  8．239（††）  

Ⅰ36 医師医療提供頻度 24時間体制での管理が必要  35  168．6  1．690  ③  8，588  1．915  l  2．9％  125．9（†）  4．918   34  97．1％  169．9 ††  8，696††  

Ⅰ43 看護提供頻度 頻回の観察及び処遇が必要  648  120，0  1．203  ②  5．441  1．213    64  9．9％  100．1   4．184   584  90．1％  122．2 †  5．579 †  

皿  235  132．0  1．324  ②  6，429  1．433  ②  13  5．5％  107．1   4．753   222  94．5％  133．5 †  6，527 †  

Ⅰ3－4 医師毎日以上・看護頻回観察以上  212  155．4  1．558  ③  7．668  1．710  ③   3  1．4％  184．2（††）  9．497（††）  209  98、6＼  155．0 ††  7．642††  

Ⅰ3－4 医師1日数回以上■看護頻回観察以上  53  174．3  1．748  ③  8．620  1．922  ③   0  53  100．0％  174．3 ††  8，620††  

Ⅰ3－4 医師24時間体制■看護頻回観察以上  31  166．8  1．672  ③  8．491  1．893  ③   0  31  100．0％  166．8 ††  8，491††  

Ⅰ3－4 医師毎日以上一看護24時間観察  97  169．3  1．698  ③  臥834  1．969  2  2．1％  231．1（††）  11．348（††）  95  97．9％  168．0 ††  8，781††  

Ⅰ3－4 医師1日数回以上・看護24時間観察  40  182．4  1．828  ③  9．105  2．030  ③   0  40  100．0％  182．4 ††  9，105††   

卜2  Ⅵ2e感染症 敗血症  9  162，8  1．632  （③）  9．380  2．091  11．1％  93．5   3．414   8  88．9％  171．4（††）  10．126（††）   

トー3  Ⅶ1h問題状況 腹水  22  157．0  1．575  （③）  7．568  1．687  （③）  0  22  100，0％  157．0（††）  7，568（††）   

卜4  Ⅶ1k問題状況 消化管の通過障害  16  157．3  1．577  （③）  7．336  1．636  （③）   6．3％  75．1   3，451   15  93．8％  16乙8（††）  7月95（††）   

1－5  Ⅶ3a状態の安定性 個室管理  103  160．7  1．612  ③  7．538  1．680  ③   5  4．9％  132．3（†）  5，424（†）  98  95．1％  162．2 ††  7．645††   

1－6  Ⅶ3c状態の安定性 余命6ケ月以下  55  169．3  1．698  ③  7．976  1．778  ③   8  14．5％  114．6（†）  4，892   47  85．5％  178．6 ††  8．501††   

1－7  Ⅸ3b皮膚他聞題 Ⅱ度以上の火傷  10  159．9  1．603  （③）  7．075  1．577    2  20．0％  56．9   2，745   8  80．0％  185．6（††）  8．158（††）   

Ⅹ1注射・点滴日数 2日  55  114．9  1．152  ②  5，134  1．145  7  12．7％  69．7   3，291   48  87．3％  121．4 †  5．403 †  

Ⅹ1注射・点滴日数 3日  70  111．5  1．118  5．402  1．204    13  18．6％  110．0   5．054   57  81，4％  111．9   5．482 †  

Ⅹ1注射・点滴日数 4日  27  120．1  1．204    5．630  1．255  （②）  2  7．4％  76．0   3．032   25  92．6，i  123．6 （†）  5．838（†）  
1－8  
Ⅹ1注射・点滴日数 5日  29  119，3  1．196  （②）  5．716  1．274  （②）  3  10．3％  76．4   3．655   26  89．7％  124．3（†）  5．954（†）  

Ⅹ1注射・点滴日数 6日  21  124．1  1．244  （②）  6．208  1．384  （②）  3  14．3％  126．2（†）  5．502（†）  18  85．7％  123．7（†）  6．325（†）  

Ⅹ1注射・点滴日数 7日以上  413  145．3  1．457  同  7．382  1．646  ③  21  5．1％  128．3（†）  5，996（†）  392  94．9％  146．3 †  7．457††   

Ⅹ2a注射・点滴 補液  468  136．5  1．369  ②  6．597  1．471    51  10．9％  101．4   4．781   417  89．1％  140，8 †  6．819 †  

Ⅹ2b注射・点滴 抗生物質注射  352  148．4  1．488  ②  7，358  1．640  国  24  6．8％  124．7（†）  5，976（†）  328  93．2％  150．1 †  7．459††  
1－9  
Ⅹ2c注射■点滴 強心剤注射  12  142．5  1．428  （②）  7．434  1．657    0  12  100．0％  142．5（†）  7．434（††）  

Ⅹ2d注射・点滴 昇圧剤、降圧剤の持続点滴  14  146．9  1．472  （②）  6，612  1．474    0  14  100．0％  146．9（†）  6．612（†）   

1－10  ⅩⅡ1a処置・治療 抗がん剤療法  12  171．3  1．718  （③）  7．418  1．654  （③）  4  33．3％  101．1   4，352   8  66．7％  206．5（††）  8．951（r†）   

1－11  Ⅹ′Ⅱ11処置・治療 輸血  13  178．8  1．792  （③）  10，292  2．295  （③）  l  7，7％  80．4   3，230   12  92．3％  187．0（††）  10．881（††）   

卜12  医療区分2の評価項目が3つ以上の場合  690  126．3  1．266  ②  5，808  1．295  ②   0  690  100．0％  126．3 †  5．808 †  



■新たに医療区分2の評価項目とするもの  

†〉113．1分 †〉5，139円  ②〉113．1分  ②〉5，139円  †〉113．1分 †〉5．139円  
③〉153．2分  ③〉7，098円  ††〉153．2分 †〉7，098円  ††〉153・2分 †〉7，098円   

医療区分の項目評価  現行医療区分との関係  

現行  他の評価項目でも該当しない患者  他の評価項目に該当する患者  

調査項目  評価                患者  平均   （医療区分1に該当）  （医療区分2・3に該当）  

番号  ケア    時間  
1日費用  

数   合％  
（分）   項目                数   （円）  

全 体 平 均  3，583  99．7  1．000  4，485  1．000  1．025  28．6％  83．8   3，632   2．558  71．4％  106．1   4，827   

2－1  Ⅵ1c疾患 うっ血性心不全  143  120．0  1．203  ②  5，502  1．227  ②  37  25．9％  91．3   3，850   106  74．1％  130．0 †  6．079 †   

Ⅵ1ae疾患 腎不全  233  123．5  1．238    5．630  1．255  ②  58  24．g％  91．4   3．883   175  75．1％  134．1 †  6．210 †  
2－2  
Ⅵ1ael疾患 腎不全高ルアチン血症2．Omg／dl以上  221  123．9  1．242  ②  5，647  1，259  ②  55  24．9％  91，9   3，907   166  75．1％  134．5 †  6，223 †   

Ⅵ1af疾患 肝不全  26  109．1  1．094  4，908  1．094  6  23．1％  78．6  3，470  20  76．9％   118．2（†）  5，339（†）  

Ⅵ1afa疾患 肝不全ChiLd－Pugh分類A＋B＋C（5点以上）  29  98．7  0．990  4．519  1．007  7  24．1％  71．7   3．32了   22  75，9％  107．3   4．898  
2－3  
Ⅵ1afb疾患 肝不全Child－Pugh分類B＋C（7点以上）  10  108．3  1．086  5，394  1．203  （②）  4  40，0％  82．6   3，790   6  60，0％  125．4（†）  6．463（†）  

Ⅵlafc疾患 肝不全Child－Pugh分類C（10点以上）  3  145．0  1．454    6．405  1．428  （せ十  0    一  3  100．0％  145．0（†）  6．405（†）   

2－4  Ⅵ2a感染症 抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）  135  127．4  1．277    5，828  1．299  ②   8  5．9％  92．6   3．757   127  94．1％  129．5 †  5．959 †   

2－5  Ⅵ2d感染症 上気道感染  75  113．4  1．137  ②  5．423  1．209  ②  10  13．3％  105．9   4，707   65  86．7％  114．5 †  5．534 †   

2－6  Ⅵむ感染症 急性胆嚢炎  25  124，1  1．245  （②）  5．954い．327   （②）  6  24．0％  94．8   3．957   19  76．0％  133．4（†）  6，584（†）   

2－7  Ⅵ21感染症 急性膵炎  3  125．7  1．261  l（②）  5，089  11．135  m   0  3  100．0％  125．7 （†）  5．089   

2－8  Ⅵ2n感染症 皮膚の感染症  54  135．4  1．358  ②  5，921  1．320  ②   6  11．1％  112．4   4．419   48  88．9％  138．3 †  6．109 †   

2－9  Ⅶ1c問題状況 発熱  577  127．1  1．274  ②  6，024  1．343  ②  30  5．2％  98．8   4．449   547  94．8％  128．7 †  6．1‖ †   

2－10  Ⅶ1g問題状況 胸水  57  137．7  1．381  ②  6．608  1．473  ②   2  3．5％  107．3   4，338   55  96．5％  138．8 †  6、691 †   

2－11  Ⅶ1j問題状況 悪疫質  20  142．2  1．426    6．889  1．536  5．0％  94．4   3，758   19  95．0％  144．7 （†）  7．054（†）   

Ⅶ2∂痛み 頻度（毎日）  397  114．0  1，142  ②  5．160  1．150  ②  116  29．2％  97．0   4．344   281  70．8％  121．0 †  5．497 †  
2－12  
Ⅶ2b痛み 程度（激しい痛み）  45  132．3  1．326  ②  6，273  1．398  ②  13  28．9％  104．3   4．702   32  71．1％  143．6 †  6－911†   

2－13  Ⅶ3b状態の安定性 急性症状発生  349  125．7  1．260    6．0了2  1．354  ②  32  9．2％  70．2   3，319   317  90．8％  131，3 †  6．350 †   

2－14  Ⅷ2b末梢静脈栄養  207  148，4  1．488  ②  6．927  1．544  ②  16  7．7％  127．1（†）  6，225（†）  191  92．3％  150．2 †  6．985 †   

2－15  Ⅷ2c経菅栄養（経鼻、胃療等）  1．283  101．3  1．015  4．488  1．001  172  13．4％  81．1   3．481   1，111  86．6％  104．4   4．644   

2－16  Ⅸ3a皮膚他聞題 すり傷、内出血  146  121．9  1．222  ②  5，499  1．226    19  13．0％  94．1   4．029   127  87．0％  126．1 †  5．719 †   

2－17  Ⅸ5a足の問題とケア うおのめ、たこ等  61  118．7  1．190  ②  5．352  1．193  ②   9  14．8％  84．2   3．715   52  85．2％  124．7 †  5．635 †   

2－18  ⅩI13リハリハが必要な疾患が発症してから31－90日  281  110．2  1．104  4．895  1．091  106  37．7％  91．8   3．939   175  62．3％  121．3 †  5，474 †   

2－19  ⅩⅡ1c処置・治療 胃療、腎療、人工肛門等庫の処置  781  104．1  1．044  4．850  1．081  106  13．6％  75．7   3，435   675  86．4％  108．5   5，073   

2－20  ⅩⅡ1k処置・治療 緩和ケア  24  126．6  1．269  （②）  6，055  1．350    2  8．3％  67．6   乙876   22  91．7％  132．0（†）  6．344（†）   

2－21  ⅩⅡ11処置・治療 痔痛コントロール  134  123．0  1．233  ②  5．720  1．275  ②  33  24．6％  100．丁   4．488   101  75．4％  130．4 †  6．122 †   

2－22  ⅩⅡ1m処置・治療 膜胱留置カテーテル  528  123．5  1．239  ②  5．761  1．284  ②  52  9．8％  91．7   4．069   476  90．2％  127．0 †  5．946 †   
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■医療区分2から医療区分3の評価項目に変更するもの  

②〉113．1分  ②〉5．139円  

③〉153．2分  ③〉7，098円  †〉153・2分・†〉7．098円  †〉153・2分  T〉了・098円   

医療区分の評価項日候補  現行医療区分での該当状況  

他の評価項目に該当しない患者  他の医療区分3の評価項目に核当する患者   

調査項月   現行 評価 項目               患者  （評価項目間の重複なし）  （評価項目間の重複あり）  

番号  時間  
患者 数割  1日費用  

数   
（分）   （円）   数   （分）  （円）  

全 体 平 均  3．583  99．7  1．000  4，485  1．000  950  26．5％  88．7   3．937   684  19．1％  133．6   6．469   

3－1  Ⅶ1e問題状況 体内出血   Ⅱ  42  155．1  1．555  ③  7．779  1．734  3  7．1％  106．6   4，414   26  61．9％  172．0（†）  9．212（†）   

Ⅸ1a梶瘡・潰瘍 第4度1箇所   Ⅱ  46  141．8  1．421  ②  6．258  1．395  ②   2  4．3％   106．2   4．781   20  43，5％  175．0（†）  8．229（†）  

Ⅸ1a栴瘡・潰瘍 第4度2箇所   Ⅱ   8  159．7  1．601  （③）  7，349  1．639  （③）   112．5％   95．9  4．028  4  50，0％  156．7（†）  7．649（†）  

Ⅸ1a梅瘡・潰瘍 第4度3箇所以上   Ⅱ   4  180．6  1．810  （③）  7．666  1．709  （③）  0  2  50，0％  187．9（†）  8，375（†）  
3－2  
Ⅸ2a裾瘡 2度   Ⅱ  147  1耶．7l．079  5，006  1．116  9  6、1ヽ  91．7   3，了05   56  38．1％  132．4   6，768  

Ⅸ2a楯瘡 3度   Ⅱ  139  134．4  1．347  ②  6，389  1．424  ②   5  3．6％  82．4   3．324   59  42．4％  174．3 †  8．700 †  

Ⅸ2a祷瘡 4度   Ⅱ  45  146．5  1．469    6．600  1．471  国   2  4．4％  106．2   4，781   19  42．2％  169．9（†）  8，485（†）   

■医療区分3から医療区分2の評価項目に変更するもの  

②〉113．1分  ②〉5．139円  

③〉153．2分  ③〉7朋8円  1〉153・2分 1く7朋8円  1〉153・2分 1く7・098円   

医療区分の評価項目候補  現行医療区分での該当状況  

現行   他の評価項目に該当しない患者   他の医療区分3の評価項目に該当する患者   

調査項目  評価                患者  平均   く評価項目間の重複なし）  （評価項目間の重複あり）  

番号  
1日費用  

数   
（分）   項目                数  ケア 時間 （分）   ケア 時間 比  ケア 時間 評価  1日 費用 （円）  平均 費用 比  1日 費用 評価                       患者   患者 散剤 合％  ケア時間   1日費用 （円）  患者 数  患者数 割合％  ケア時間 （分）  （円）  

全 体 平 均  3．583  99，7  1．000  4．485  1．000  950  26．5％  88．7   3，937   684  19．1％  133．6   6．469   

ⅩⅡ1e処置・治療 酸素療法   Ⅲ  350  139．0  1．393  ②  6．475  1．444  ②  27  7．7％  103．6（い  4，564（1）  323  92．3％  141．9 1  6．635 1  

ⅩⅡ1el処置・治療酸素療法（安静時SaO29鍋以下）  Ⅲ  344  139．3  1．397  ②  6．495  1．448  ②  27  7．8％  103．6（1）  4，564（1）  317  92．2％  142．4 1  6．660 1  
4－1  
ⅩⅡ1e2処置・治療酸素療法（睡眠時SaO29鍋以下）  Ⅲ  321  137，9  1．383  団  6，412  1．429  国  27  8．4％  103．6 くい  4朋4（い  294  91．6％  141．1 1  6．582 1  

ⅩⅡ1e3処置・治療酸素療法（運動負荷時SaO290％以下）  Ⅲ  308  139．1  1．394  団  6．470  1．443  ②  27  8．8％  103．6（1）  4，564（1）  281  91．2，i  142．5 1  6．654 1   
4－2  ⅩⅡ1h¢処置・治療発熱伴う気管切開ロ・気管内挿菅ケア  Ⅲ  l15  142．6  1．430  ②  6．524  1．454  ②   0  115  100．0％  142．6 1  6．524 1   

4－3  XⅡ1n処置・治療 感染隔離室におけるケア   Ⅲ  59  136．0  1．363  団  6．090  1．358  国  13  22．0％  114．3（1）  4，605（い  46  78．0％  142．1 1  6．510 1   
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■医療区分2の評価項目から除くもの  

②〉113．1分  ②〉5．139円  1〉113．1分 1く5．139円  1〉113・1分 1く5．139円  

③〉153．2分  ③〉7，098円   

医療区分の項目評価  現行医療区分との関係  

他の評価項目に該当しない患者  他の評価項目に該当する患者  

調査項目   現行 評価 項目               患者  （評価項目間の重複なし）  （評価項目間の重複あり）  

番号  時間  
患者   数   1日費用  

数    合％   
数   （分）  （円）  

全 体 平 均  3．583  99．7  1．000  4．485  1．000  950  26．5％  88．7   3．937   2．633  73．5％  103．7   4．683   

Ⅳ1a－gうつ状態（回答点数合計4点以上）   Ⅲ  274  g8．7  0．989  4，289  0．956  107  39，1％  80．2 1  3．465 1  167  60．9％  110．5 1  4．817 1  
5－1  
Ⅳ1a－gうつ状態（回答点数合計5点以上）   Ⅲ  179  97．5  0．977  4，203  0．937  71  39．7％  77．9 1  3，363 1  108  60．3％  110．3 1  4，754 1   

5－2  Ⅳ2c問題行動 暴行が毎日   Ⅱ   70  80．8  0．810  3，422  0．763  18  25．7％  55．7（1）  2，287（1）  52  74．3％  89．5 1  3．814 1   

Ⅵ1s疾患 多発性硬化症   Ⅱ   10  90，7  0．910  4．069  0．907  3  30．0％  49，3（1） 2，087（J）  7  70．0％  TO8．5（い  4，918（い  

Ⅵ1t疾患 パーキンソン病関連疾患   Ⅱ  316  98．1  0．984  4．645  1．036  128  40．5％  82．9 1  3．934 1  188  59．5％  108．4 1  5．130 1  

ADL区分2でパーキンソン病   Ⅱ  72  89．5  0．897  4．619  1．030  46  63．9％  83．1 1  3，516 1   26  36．1％  100．7（1）  5．154  
5－3  

ADL区分3でパーキンソン病   Ⅱ  182  101．1  1．014  4，770  1．063  37  20．3％  63．9 1  2，883 1  145  79．7％  110．6 1  5，252  

Ⅵ1y疾患 神経難病以外の難病   Ⅱ  66  85．7  0．860  3．855  0．859  26  39．4％  69．5（1）  3．193（1）  40  60．6％  96，3 1  4，285 1  

Ⅵ1zu疾患 脊髄損傷（四肢麻痺が伴う）   Ⅱ  24  99．7  1．000  4．371  0．975  9  37．5％  78．5（1）  3．320（1）  15  62．5％  112．4（い  5．002（1）   

Ⅶ1a問題状況 脱水   Ⅲ  299  107．3  1．076  4．907  1．094  46  15．4％  66．4 1  2，777 1  253  84．6％  114．7   5．294  

Ⅶ1al問題状況 脱水で舌の乾燥あリ   Ⅱ  294  10了．6  ．078  4，927  1，098   H   45  15．3％  65．9 1  2，7591  249  84，7％  ■ ‖5・1   5，319  

5－4  Ⅱ  292  108．1  1．084  4．955  1．105  44  15．1％  67．0 1  2，810 1  248  84．9％  115．4   5，335  

Ⅶ1a3問題状況 脱水で尿量減少あり   □  290  107．4  1．076  4．913  1．095  45  15，5％  65．9 1  2．759 1  245  84．5％  115．0   5，309  

Ⅶ1∂4問題状況 脱水でBUN／Cre比の上昇あり   Ⅱ  279  107，7  1．080  4．937  1．101  42  15．1％  65．5 1  2．748 1  237  84．9％  115．2   5．324   

Ⅶ1f問題状況 嘔吐   u   77  107．6  1．079  4．697  1．047  2  2．6％  77．7（い  2，958（1）  75  97．4％  108．4 1  4，743 1  
5－5  
Ⅶ1fl問冠状況 嘔吐（繰り返しの嘔吐）   Ⅱ   75  109．3  1．096  4．759  1．061  2  2．7％  77．7（い  2．958（1）  73  97．3％  110．2 1  4，808 1   

■医療区分3の評価項目から除くもの  

（卦〉113．1分  ②〉5，139円  

③〉153．2分  ③〉7．098円  11く153．2分11く7，098円  11く153・2分11く7，098円   

医療区分の評価項目候補  現行医療区分での該当状況  

他の評価項目に該当しない患者  他の評価項目に該当する患者  

調査項目   現行 評価 項目               患者  （評価項目間の重複なし）  （評価項目間の重複あり）  

番号  壁間   
患者  ケア時間  1日費用  轟者  蒸着数  ケア時間   1日費用  

数   
数   合％  （分）   

（円）   数  割合％   （分）   （円）  

全 体 平 均  3．583  99．7  1．000  4，485  1．000  950  26．5％  8臥7   3．937   2．633  73．5％  103．7   4，683   

6－1  ⅩⅡ1d処置・治療ドレーン法・胸腹腔洗浄   1Ⅲ   9  90．0  0．903  4．454  0．993  11．1％  177．0   7，018   8  88．9％  79．2（1い  4，134（11）   

○   




